


























　本論文では，さらに，属格助詞 =nuを介する名詞句 X=nu Y（「X=nu Y構造体」（五十嵐 2015））のピッ
チパターンの分析もおこなう。結論として，「X=nu Y構造体」のピッチパターンは，被修飾・修飾







内部の下降の有無と位置によって区別されると記述されてきた（松森 2010, 2014; 五十嵐 2015, 
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森 2010, 2014; 五十嵐 2015, 2016; 青井 2016a, 2016b）。ところが，いくつかの環境において，ピッ





型体系を有する（松森 2010, 2014; 五十嵐 2015, 2016; 青井 2016a, 2016b）。（1）に 3つのアクセン
ト型の表層のピッチパターンを示す。以下，例文中の“=”は接語境界，“{ }PPh”は韻律句境界， 
“( )PWd”は韻律語境界（韻律語とは 2モーラ以上の語根・接語が写像される単位。韻律語につい
ては改めて詳述），“ . ”はモーラ境界を表す。なお，“ ] ”はピッチの急激な下降を表す。
（1）多良間方言における名詞アクセントの 3つの型の区別
   a.  下降 1型（F1）： madu=mai ...「暇も…」
             {(ma.du)PWd(ma.i)PWd}PPh
             ma]dumai  — 当該名詞語根 maduの次末モーラでピッチが下降
   b.  下降 2型（F2）： jadu=mai ...「戸も…」
             {(ja.du)PWd(ma.i)PWd}PPh
             jaduma]i  — 後続の助詞 =maiの次末モーラでピッチが下降
   c.  平 板 型（F0）： juda=mai ...「枝も…」
             {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
             judamai  — 当該韻律句内にピッチ下降がない
　（1）において，3つのアクセント型の区別は，韻律句内部にピッチ下降があるかどうか，ある
としたらどこに現れるか，によって実現される。すなわち，（1a）当該の名詞語根 madu「暇」の
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次末モーラでピッチが下降する；（1b）付加された助詞 =mai「も」の次末モーラで下降する；（1c）
韻律句内でのピッチの下降がない。（1）に示した表層形のピッチパターンから，3つの型をそれ




とができる（松森 2014; 五十嵐 2015; 青井 2016a, 2016b）。
（2）多良間方言の 3つのアクセント型のピッチパターン
   a.  下降 1型（F1）：韻律句の左から 1つ目の韻律語の次末モーラで下降する。
   b.  下降 2型（F2）：韻律句の左から 2つ目の韻律語の次末モーラで下降する。
   c.  平 板 型（F0）：韻律句内部に急激なピッチの下降がない。
　（2）に示したように，多良間方言のアクセントを記述するためには，モーラに加えて，韻律
語（prosodic word; PWd）を参照する必要がある（松森 2014; 五十嵐 2015; 青井 2016a, 2016b）。韻
律語とは，2モーラ以上の語根および接語が写像される韻律的単位を指す（五十嵐 2015: 9）。た
とえば（1a）の韻律句を分析してみよう。当該韻律句は 1つの 2モーラ名詞（語根）madu「暇」





（3）多良間方言の韻律階層（Cf. 青井 2016a: 73）
    韻律句（PPh）          PPh
    韻律語（PWd）      PWd    PWd
     音節        σ	  σ    σ
    モーラ        μ  μ   μ  μ
 
              ma  du   ma  i




＝ C型，下降 2型（F2）＝ B型，平板型（F0）＝ A型。





   a.  F1： madu=nu ...「暇が…」
       {(ma.du.nu)PWd}PPh
       madu]nu  — 当該名詞語根 maduの末尾モーラでピッチが下降
   b.  F2： jadu=nu ...「戸が…」
       {(ja.du.nu)PWd}PPh
       jadunu  — 当該韻律句内にピッチ下降がない
   c.  F0： juda=nu ...「枝が…」 
       {(ju.da.nu)PWd}PPh
       judanu  — 当該韻律句内にピッチ下降がない
　（4）は 2モーラ名詞に 1モーラ助詞 =nu（主格）が付加された場合の例である。（1）の例と比
較すると，F1型と F2型のピッチパターンに違いが見られることがわかる。まず F1型のピッチ




























 青井隼人／国立国語研究所論集 14: 1–27 (2018) 5






   a.  下降 1型（F1）：有核。当該語根から始まる韻律句の 1つ目の韻律語に核を指定する。
   b.  下降 2型（F2）：有核。当該語根から始まる韻律句の 2つ目の韻律語に核を指定する。
   c.  平 板 型（F0）：無核。
（6）多良間方言のアクセントの実現規則
   a.  アクセント核付与規則
    －  韻律句の初頭の語根のアクセント型が F1型なら，当該韻律句の左から 1つ目の韻
律語にアクセント核を付与せよ。
    －  韻律句の初頭の語根のアクセント型が F2型なら，当該韻律句の左から 2つ目の韻
律語にアクセント核を付与せよ。
   b.  下降位置確定規則
     付与された韻律語の次末モーラにアクセント核を付与せよ。
   c.  音調付与規則





          a. F1型 madu「暇」    b. F2型 jadu「戸」     c. F0型 juda「枝」
 　形態統語構造   madu=mai ...        jadu=mai ...        juda=mai ...
 　音韻構造     {(ma.du)PWd(ma.i)PWd}PPh    {(ja.du)PWd(ma.i)PWd}PPh    {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
 　実現規則（6a, b）  {(ma*.du)PWd(ma.i)PWd}PPh   {(ja.du)PWd(ma*.i)PWd}PPh    {(ju.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
 
 実現規則（6c）        H   L           H       L        H
 　ピッチパターン  ma]dumai         jaduma]i         judamai
　さて，多良間方言の名詞アクセント体系について本節で述べてきたことを（8）に要約しよう。
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（8）多良間方言の名詞アクセント体系の特徴
   a.  3つのアクセント型の区別を有する（すなわち三型体系である）。
   b.  3つのアクセント型の区別は当該韻律句内部の下降の有無と位置によって実現される。


















   a. kɨnuu「きのう（F1）」，joonnaa「ゆっくり（F1）」，katami-「運ぶ（F1）」
    kɨnuu=mai joonnaa katamii+butar.「昨日もゆっくり運んでいた。」
    {(kɨ.nu*.u)PWd(ma.i)PWd}PPh　   {(jo.o.n.na*.a)PWd}PPh　   {(ka.ta.mi*.i)PWd(bu.ta.r)PWd}PPh
    [ H L ]           [ L H ]        [ H L ]
   b. kjuu「きょう（F2）」，joonnaa「ゆっくり（F1）」，katami-「運ぶ （F1）」
    kjuu=mai joonnaa katamii+butar.「今日もゆっくり運んでいた。」
    {(kju.u)PWd(ma*.i)PWd}PPh　    {(jo.o.n.na*.a)PWd}PPh　   {(ka.ta.mi*.i)PWd(bu.ta.r)PWd}PPh
    [ H L ]           [ L H ]        [ H L ]
   c. pir「昼（F0）」，joonnaa「ゆっくり（F1）」，katami-「運ぶ （F1）」
    pir=mai joonnaa katamii+butar.「昼もゆっくり運んでいた。」
    {(pi.r)PWd(ma.i)PWd}PPh　     {(jo.o.n.na*.a)PWd}PPh   {(ka.ta.mi*.i)PWd(bu.ta.r)PWd}PPh
    [ H ]            [ H L ]        [ L H ]
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　（9c）を見ると，有核語を含む 1つ目の韻律句（joonnaa {(jo.o.n.na*.a)PWd}PPh「ゆっくり」）では
下降 [H L]が生じているのに対し，それに続く 2つ目の有核語を含む韻律句（katamii+butar {(ka.


















 kɨnuu=mai upusju+kami=u katamii+butar.「昨日も海水甕を運んでいた。」
 {(kɨ.nu*.u)PWd(ma.i)PWd}PPh {(u.pu*.sju)PWd(ka.mi.u)PWd}PPh {(ka.ta.mi*.i)PWd(bu.ta.r)PWd}PPh








て下降で実現したり上昇で実現したりすることを述べた。本節では，私が 2016年 7月末～ 8月
初旬にかけて現地で収集したデータに基づき，多良間方言のピッチ上昇を記述する。録音機器は
Maranz PMD661，マイクは AKG C520を使用し，サンプル周波数 44.1 kHz 16 bit，WAV形式で
録音した。







   a.  uja=kara=mai α=kara=mai kɨɨ.「父からも αからも聞いた。」（uja「父」＝ F1型）
   b.  adan+kii=mai β+kii=mai miitar.「アダンの木も βの木も見た。」（adan「アダン」＝ F1型）
   c.  waa+msju=mai γ+msju=mai fuutar.「豚味噌も γ味噌も食べた。」（waa「豚」＝ F1型）
表 1　調査語彙
F1型 F2型 F0型
調査語彙 α anna「母」 midum「妻」 ﬀa「子」
調査語彙 β ɡazɨma「ガジュマル」 mami「豆」 kuba「クバ」






   a. uja=kara=mai ...「父からも…」
    {(u*.ja)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh
    u]jakaramai
   b. adan+kii=mai ...「アダンの木も…」
    {(a.da*.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
    ada]nɡiːmai
   c. waa+msju=mai ...「豚味噌も…」
    {(wa*.a)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh











   a. ピッチの上昇は α/β/γが有核語（つまり F1型・F2型）であるときに生じる。





   a.  α＝ anna「母」（F1）
     uja=kara=mai anna=kara=mai ...「父からも母からも…」
     {(u.ja)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh {(a.n.na)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh
     u]jakaramai anna[karamai　— 付加した 1つ目の助詞 =karaの直前でピッチが上昇
   b.  α＝ midum「妻」（F2）
     uja=kara=mai midum=kara=mai ...「父からも妻からも…」
     {(u.ja)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh {(mi.du.m)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh
     u]jakaramai midumkara[mai　— 付加した 2つ目の助詞 =maiの直前でピッチが上昇
   c.  α＝ ﬀa「子」（F0）
     uja=kara=mai ﬀa=kara=mai ...「父からも子からも…」
     {(u.ja)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh {(f.fa)PWd(ka.ra)PWd(ma.i)PWd}PPh
     u]jakaramai ﬀakaramai　— 韻律句全体が低いピッチで実現（ピッチの変動なし）
（15）調査結果②：枠文（11b）を使用（adan「アダン」＝ F1型）
   a.  β＝ ɡazɨma「ガジュマル」（F1）
     adan+kii=mai ɡazɨma+kii=mai ...「アダンの木もガジュマルの木も…」
     {(a.da.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ɡa.zɨ.ma)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
     ada]nɡiːmai ɡazɨma[ɡiːmai　— 後部要素 kiiの直前でピッチが上昇
   b.  β＝ mami「豆」（F2）
     adan+kii=mai mami+kii=mai ...「アダンの木も豆の木も…」
     {(a.da.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ma.mi)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
     ada]nɡiːmai mamiɡiː[mai　— 付加した 2つ目の助詞 =maiの直前でピッチが上昇
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   c.  β＝ kuba「クバ」（F0）
     adan+kii=mai kuba+kii=mai ...「アダンの木もクバの木も…」
     {(a.da.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ku.ba)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
     ada]nɡiːmai kubaɡiːmai　— 韻律句全体が低いピッチで実現（ピッチの変動なし）
（16）調査結果③：枠文（11c）を使用（waa「豚」＝ F1型）
   a.  γ＝ zɨmami「ピーナッツ」（F1）
     waa+msju=mai zɨmami+msju=mai ...「豚味噌もピーナッツ味噌も…」
     {(wa.a)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh {(zɨ.ma.mi)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh
     wa]ːmsjumai zɨmami[msjumai　— 後部要素 msjuの直前でピッチが上昇
   b.  γ＝ avva「油」（F2）
     waa+msju=mai avva+msju=mai ...「豚味噌も油味噌も…」
     {(wa.a)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh {(a.v.va)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh
     wa]ːmsjumai avvamsju[mai　— 付加した 2つ目の助詞 =maiの直前でピッチが上昇
   c.  γ＝ katjuu「鰹」（F0）
     waa+msju=mai katjuu+msju=mai ...「豚味噌も鰹味噌も…」
     {(wa.a)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ka.tju.u)PWd(m.sju)PWd(ma.i)PWd}PPh










線を示す（図中の“ ↓ ”はピッチ下降の位置，“ ↑ ”はピッチ上昇の位置を示す。なお，（14, 
16）の基本周波数曲線は稿末に付録として掲げる）。
 青井隼人／国立国語研究所論集 14: 1–27 (2018) 11
図 1　（15a～ c）の基本周波数曲線
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　（15a）と（15b）のピッチ上昇位置の違いを図 1で比較してみよう。図 1の“ ↑ ”の位置に注
目してほしい。βが F1型である（15a）では，複合名詞の前部要素 ɡazɨma「ガジュマル」全体が
低く実現されたのち，後部要素 kii「木」の直前でピッチが上昇する。一方，（15b）のように β

















   a.  β＝ ɡazɨma「ガジュマル」（F1）
     ɡazɨma+kii=mai ...「ガジュマルの木も…」
     {(ɡa.zɨ.ma)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
     ɡazɨ]maɡiːmai　— 前部要素 ɡazɨmaの次末モーラでピッチが下降
   b.  β＝ mami「豆」（F2）
     mami+kii=mai ...「豆の木も…」
     {(ma.mi)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
     mamiɡi]ːmai　— 後部要素 kiiの次末モーラでピッチが下降
   c.  β＝ kuba「クバ」（F0）
     kuba+kii=mai ...「クバの木も…」
     {(ku.ba)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
































   a.   アクセント核は韻律語の次末モーラに付与；アクセント核には「音調の逆転」が指定
される（Cf. 松森 2016a, 2016b）
   b.   アクセント核は韻律語の次末モーラに付与；アクセント核には「下降」が指定される
（Cf. 松森 2010, 2014; 五十嵐 2015; 青井 2016a, 2016b）











   adan+kii=mai ɡazɨma+kii=mai ...「アダンの木もガジュマルの木も…」
   {(a.da*.n)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh {(ɡa.zɨ*.ma)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
   [H L]            [L H]
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（20）アクセントが付された韻律語の末尾モーラは常に低く実現される
     ɡazɨma+kii=mai
     {(ɡa.zɨ.ma*)PWd(ki.i)PWd(ma.i)PWd}PPh
   a.  ɡa zɨ]ma ɡi i ma i（下降で実現する場合）
   b.  ɡa zɨ ma[ɡi i ma i（上昇で実現する場合）
　（18c）の解釈は，上村（1990）の grave accentを想起させる。上村（1990）は，日本語諸方言

































   a.  語根 Yを含む韻律句でピッチの上昇が現れる場合がある。
   b.  上昇がない場合には，語根 Yを含む韻律句で下降が生じる。
   c.  語根 Yのアクセント型は構造体全体のピッチパターンに関与しない。
　具体的な例を見ながら，上記の要点を確認してみよう。（22）に語根 Xが単純名詞の場合の
「X=nu Y構造体」のピッチパターンを示す（なお，名詞語根 Yのアクセント型は F0型に統一し
てある）。
（22）「X=nu Y構造体」のピッチパターン①：Xが単純名詞の場合（五十嵐 2015: 36）
   a.  X = tamana「キャベツ（F1）」× Y = paa「葉（F0）」
     tamana=nu paa=mai ...「キャベツの葉も…」
     {(ta.ma.na*.nu)PWd}PPh {(pa.a)PWd(ma.i)PWd}PPh
     tamana]nu paː[mai
   b.  X = mami「豆（F2）」× Y = paa「葉（F0）」
     mami=nu paa=mai ...「豆の葉も…」
     {(ma.mi.nu)PWd}PPh {(pa.a)PWd(ma.i)PWd}PPh
     maminu pa]ːmai
   c.  X = pir「にんにく（F0）」× Y = paa「葉（F0）」
     pir=nu paa=mai ...「にんにくの葉も…」
     {(pi.r.nu)PWd}PPh {(pa.a)PWd(ma.i)PWd}PPh
     piɭnu pa]ːmai
　「X=nu Y構造体」は Xを含む韻律句と Yを含む韻律句の 2つの韻律句で構成されている（こ





c）である（五十嵐 2015; 青井 2016a, 2016b, 2017）。ここで観察される F2型と F0型との中和は，
1つしか韻律語を含まない韻律句においては F2型のアクセントが実現されないために生じる。
　つづいて韻律句 Yを観察しよう。韻律句 Yには（21a, b）のいずれかのピッチパターンが観察
される。すなわち，（22a）では韻律句 Yでピッチの上昇が現れる。それに対し，（22b, c）では韻
律句 Yにピッチの下降が生じている。
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　韻律句 Yのピッチパターンをもう少し詳細に見てみよう。（22a）は，先行する韻律句 Xの左
端にある語根（つまり韻律句 Xのピッチパターンを決定する語根）のアクセント型が F1型であ










律句 Xで下降がなければ，韻律句 Yでは下降が生じる；②韻律句 Yにおいて，ピッチ上昇が現
れる場合，その位置は，ピッチ下降が現れる場合と比較して，1モーラ右である。ただし，韻律
句 Yのピッチパターンは，それを決定しているのが語根 Yのアクセント型ではない点で特異で
ある。すなわち，（22）において名詞語根 Yに入る paa「葉」のアクセント型は F0型であり，本
来であれば韻律句 Yにはピッチの下降も上昇も生じないはずである。




（23）「X=nu Y構造体」のピッチパターン②：Xが複合名詞の場合（五十嵐 2015: 36）
   a.  X = waa+msju「豚味噌（F1）」× Y = kada「匂い（F0）」
     waa+msju=nu kada=mai ...「豚味噌の匂いも…」
     {(wa.a)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
     wa]ːmsjunu kada[mai
   b.  X = avva+msju「油味噌（F2）」× Y = kada「匂い（F0）」
     avva+msju=nu kada=mai ...「油味噌の匂いも…」
     {(a.v.va)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
     avvamsju]nu kada[mai
   c.  X = ɡuma+msju「胡麻味噌（F0）」× Y = kada「匂い（F0）」
     ɡuma+msju=nu kada=mai ...「胡麻味噌の匂いも…」
     {(ɡu.ma)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh
     ɡumamsjunu ka]damai
　（23）の例を見ると，Xのアクセント型が F1型のときだけでなく，F2型のときにも，韻律句












ない。たとえば（24）の 3つの例文は Yのアクセント型がすべて異なるが，韻律句 Yのピッチ
パターンは 3つのあいだで違いがなく，すべて Yの次末モーラで下降するピッチパターンで実
現される。構造体全体を見てみても，3つの例文のピッチパターンは同じである。
（24）「X=nu Y 構造体」のピッチパターン③：Xが F0型の単純名詞の場合（五十嵐 2015: 36）
   a.  X = kadi「風（F0）」× Y = utu「音（F1）」
     kadi=nu utu=mai ...「風の音も…」
     {(ka.di.nu)PWd}PPh {(u*.tu)PWd(ma.i)PWd}PPh
     kadinu u]tumai
   b.  X = usɨ「牛（F0）」× Y = jaa「家（F2）」
     usɨ=nu jaa=mai ...「牛の家も…」
     {(u.sɨ.nu)PWd}PPh {(ja.a)PWd(ma*.i)PWd}PPh
     usɨnu ja]ːmai
   c.  X = pir「にんにく（F0）」× Y = paa「葉（F0）」
     pir=nu paa=mai ...「にんにくの葉も…」
     {(pi.r.nu)PWd}PPh {(pa.a)PWd(ma.i)PWd}PPh









 青井隼人／国立国語研究所論集 14: 1–27 (2018) 19
というのは，複合名詞のアクセントの実現と類似した特徴であると言える。すなわち，多良間方
言において，複合名詞 X+Yのピッチパターンは前部要素 Xのアクセント型によって決定され，
後部要素 Yのアクセント型は無視される（松森 2014; 五十嵐 2015）。
　ただし，（21a）に掲げたような特徴的なピッチパターンは複合名詞のアクセントには観察され
ない。つまり，複合名詞 X+Yを含む韻律句においてはピッチの上昇はこれまでに観察されてい






   a.  ピッチ上昇が生じるのは必ず 2つ目以降の韻律句である。
   b.   ピッチ上昇が実現するためには，当該韻律句よりも前の句でピッチ下降が実現してい
ることが必要である。
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　本論文では，以下のような説明を提案したい。まず，2つの韻律句 X=nuと Y=maiは 1つの韻
律的単位を構成すると仮定する（仮にメジャー句Major Phrase; MajPhと呼ぼう）。
（26）
   メジャー句            MajPh
 
   　韻律句          PPh        PPh
 
   　韻律語          PWd     PWd    PWd
 
   　 音節        σ	  σ	  σ	  σ   σ     σ
 
   　モーラ       μ	  μ  μ	  μ	  μ  μ   μ	  μ
             ta  ma  na  nu  pa  a   ma  i




　次に，メジャー句 X=nu Y=mai「Xの Yも」をドメインとして適用される（27）の 2つの規則
を仮定する。
（27）メジャー句 X=nu Y=mai「Xの Yも」をドメインとして適用される 2つの規則
   a.  語根 Yのアクセント型を削除する。
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（28）「X=nu Y 構造体」のピッチパターンの再分析①：（23a）の場合
     （23a）  X＝ waa+msju「豚味噌（F1）」     Y＝ kada「匂い（F0）」
  形態統語構造   waa+msju=nu            kada=mai
  音韻構造     [{(wa.a)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh       {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（6a, b）  [{(wa*.a)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（27a, b）  [{(wa*.a)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka*.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
   実現規則（6c）    H  L              H L
  ピッチパターン   wa]ːmsjunu            ka]damai
                           → kada[mai
（29）「X=nu Y構造体」のピッチパターンの再分析②：（23b）の場合
     （23b）  X＝ avva+msju「油味噌（F2）」    Y＝ kada「匂い（F0）」
  形態統語構造   avva+msju=nu           kada=mai
  音韻構造     [{(a.v.va)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（6a, b）  [{(a.v.va)PWd(m.sju*.nu)PWd}PPh      {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（27a, b）  [{(a.v.va)PWd(m.sju*.nu)PWd}PPh      {(ka*.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
   実現規則（6c）      H       L            H  L
  ピッチパターン   avvaamsju]nu            ka]damai
                           → kada[mai
（30）「X=nu Y 構造体」のピッチパターンの再分析③：（23c）の場合
     （23c）  X＝ ɡuma+msju「胡麻味噌（F0）」   Y＝ kada「匂い（F0）」
  形態統語構造   ɡuma+msju=nu           kada=mai
  音韻構造     [{(ɡu.ma)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（6a, b）  [{(ɡu.ma)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
  実現規則（27a, b）  [{(ɡu.ma)PWd(m.sju.nu)PWd}PPh      {(ka*.da)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
    実現規則（6c）    H                 H  L
  ピッチパターン   ɡumamsjunu            ka]damai


















4.3.1 「X=nu Y構造体」において，韻律句 Yに含まれる韻律語が 1つしかない場合
　五十嵐（2015）は，韻律句 Yに含まれる韻律語が 1つしかない場合には，韻律句 Yにピッチ
の上昇が観察されないことを報告している。（31）の例を見てみよう。
（31）「X=nu Y構造体」のピッチパターン④：韻律句 Yに韻律語が 1つしか含まれない場合
   a.  X＝ F1型 × Y＝ F0型：  upusju+kami=nu ui=n ...「海水用の瓶の上に…」
                  [{(u.pu*.sju)PWd(ka.mi.nu)PWd}PPh {(u.i.n)PWd}PPh]MajPh
                  upu]sjuɡaminu uin
   b.  X＝ F2型 × Y＝ F0型：  mim+kami=nu ui=n ...「耳瓶の上に…」
                  [{(mi.m)PWd(ka.mi*.nu)PWd}PPh {(u.i.n)PWd}PPh]MajPh
                  mimɡami]nu uin
   c.  X＝ F0型 × Y＝ F0型：  mizɨ+kami=nu ui=n ...「水瓶の上に…」
                  [{(mi.zɨ)PWd(ka.mi.nu)PWd}PPh {(u.i.n)PWd}PPh]MajPh
















4.3.2 「X=nu Y=nu Z構造体」のピッチパターン
　「X=nu Y構造体」に加えて，五十嵐（2015）は「X=nu Y=nu Z構造体」のピッチパターンも（1
例だけではあるが）記述している。
（32）「X=nu Y=nu Z構造体」のピッチパターン：Xが複合名詞，Y・Zが F0型の単純名詞の場合
   a.  X＝ F1型： adan+kii=nu paa=nu panta=mai ...「アダン木の葉の先も…」
           [{(a.da*.n)PWd(ki.i.nu)PWd}PPh {(pa.a.nu)PWd}PPh {(pa.n.ta)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
           ada]nɡiːnu paːnu panta[mai
   b.  X＝ F2型： mami+kii=nu paa=nu panta=mai ...「豆木の葉の先も…」
           [{(ma.mi)PWd(ki.i*.nu)PWd}PPh {(pa.a.nu)PWd}PPh {(pa.n.ta)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
           mamiɡiː]nu paːnu panta[mai
   c.  X＝ F0型： kuba+kii=nu paa=nu panta=mai ...「クバ木の葉の先も…」
           [{(ku.ba)PWd(ki.i.nu)PWd}PPh {(pa.a.nu)PWd}PPh {(pa.n.ta)PWd(ma.i)PWd}PPh]MajPh
           kubaɡiːnu paːnu pan]tamai
　まず，すべての語根 X・Y・Zのアクセント型が F0型である（32c）のピッチパターンを見て
みよう。このとき韻律句 X・Yにはピッチの変動は生じず，韻律句 Zでピッチの下降が生じる。
語根 Z（paa「葉」）のアクセント型は F0型であり，したがってこのピッチ下降は語根 Zのアク
セントによるものと考えることはできない。4.2節の議論を踏まえると，韻律句 Zのピッチ下降
は「X=nu Y=nu Z構造体」において被修飾語 Zを含む韻律語に付された「アクセント核」によ
るものであると解釈できる。（32a, b）の韻律句 Zのピッチパターンを見ると，語根 Zの直後に
ピッチの上昇が生じているが，このピッチ上昇もやはり被修飾語 Zを含む韻律語に付された「ア
クセント核」によるものと考えることができる。
　「X=nu Y=nu Z構造体」の分析から，以下の 2点が今後の課題として浮かび上がってくる。ま
ず，メジャー句は 2つ以上の韻律句を含みうることがわかるが，一体いくつの韻律句までが 1つ
のメジャー句を形成しうるのだろうか。この問題については，今後さらに複雑な統語構造の枠文




anu kii=mai ...「あの木も…」）や形容詞句と名詞句（例：takasjaar kii=mai ...「高い木も…」），動詞
句と名詞句（例：tubiibur ina=mai ...「走っている犬も…」）には，「X=nu Y構造体」と同様のピッ
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チパターンが観察されるだろうか。
　もう 1点は，構造体の最初の韻律句と最後の韻律句以外の韻律句（たとえば「X=nu Y=nu Z構
造体」における韻律句 Y）がどのように実現されるのかという問題である。（「X=nu Y構造体」
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付録
付図 1　（14a～ c）の基本周波数曲線
26 青井隼人／国立国語研究所論集 14: 1–27 (2018)
付図 2　（16a～ c）の基本周波数曲線
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Pitch Rising in Miyako-Tarama Ryukyuan: Description of the Pitch Pattern 
in the Case of a Phrase Sequence
AOI Hayato
ILCAA, Tokyo University of Foreign Studies / 
Language Variation Division, Research Department, NINJAL
Abstract
The purpose of this paper is to describe pitch patterns in Miyako-Tarama Ryukyuan, focusing on 
pitch rising. It has been recognized that the three classes of Tarama accent are distinguishable 
according to the existence or non-existence of falling pitch and its placement. However, Igarashi 
(2015), Matsumori (2016a, 2016b), and Aoi (2017) have reported that Tarama accent can be 
realized as rising pitch in some cases. 
  I examine the pitch patterns of the Tarama accent based on my field data and describe the 
condition of realization as rising pitch. In conclusion, I claim that pitch rising in Tarama must not 
show in the 1st phrase; must show in the accented phrase following another accented phrase that 
is realized as falling pitch; and must show at the final mora of the prosodic word. 
  I also reanalyze pitch patterns of the “X=nu Y structure” (Igarashi 2015) and conclude that 
the pitch patterns of the structure can be described in a valid way if an “accent kernel” attaches to 
modifee Y.
Key words:  Tarama Ryukyuan, 3-pattern accent system, pitch rising, X=nu Y structure, major 
phrase
